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   Etiology and genesis of chyluria re of quite complexity and are not clearified yet at 
present. Various treatments have been tried on chyluria. None of them, however, are 100 
per cent effective. 
   A case of chyluria in which oral administration f adrenocortical hormone, Decadrone 
(Dexamethasone) produced remarkable improvement was reported. In this case, frequent 
provocative t sts revealed negative Microfilaria, retrograde pyelography proved extrapelvic 
extravasation whereas routine medical and urological treatments were not effective at all.
乳慶尿症 の原因及び発生機序 は複雑で尚今 日
不 明な点が多 く,そ の治療 は種 女のものが提唱
されているが 何 れ もIOO9/,に確実な もの はな
い,
我 々は 最近数 回の 誘発でMicrofilaria陰
性,逆 行性腎孟 撮影で 腎孟外浴流像 を 認 めた
が.普 通の内科 的,泌 尿器科的治療 では全 く効
果のなかつた乳庭尿患者 に,副 腎皮質 ホルモ ン
























































乳康尿症 は寄 生性即 ちFilariasisに基因す
るもの と非寄生性に よるものとに大 別 され てい
る.非 寄生性 の病因 としては,縦 隔 洞の腫瘍 一
結 核 ・外傷等に よる胸管 の閉塞 の結果起 る淋 巴
の欝 滞,或 は腹部 や骨盤 内の外傷 ・腫瘍 ・結核
・嚢腫Ganglion等に よる該部 淋巴管の欝滞
や淋巴系 の荒擾損傷 があげ られ ているが,更 に
過労 ・妊娠等 も誘因 としてあげ られてい る.
しか しその発生機序は複雑で非寄 生性 に よる
ものは もとよ りFilariasisによるものでも実
際 どの様 な機序で乳塵 尿が発生す るかの決定 は
難か しい.
乳廉 尿の発生機序 に関 しては今迄多 くの研究
がなされてい るが,要 す るに何 らかの機転で荒
擾 した リンパ 管が 腎孟 腎杯 内に 破れ ると云 う
Mario且,Ponfick等の説が従来一般に認 め ら
れてい る様 であ り,本 邦でも林,久 米等は,組
織学的検索及 び逆行 性腎孟撮影で腎孟外浴流 像
を認め る ことよりこの説を主張 している.
一方片峰,田 辺はFilariasis患者 尿に よる
抗原抗体反応 か ら免疫アレルギ ー説を唱 えてお
り,岡 元,楢 原はFilariasisに於 け る リンパ
系及 び血管系 の変化はア レルギー性病変 と一致
すると主張 している.又 細上,尾 辻等は,Fil-
aria抽出液 中に拡散 因子 を 認め て 重要視 して
い る.更 に乳廉尿 としば しば合 併す る線維素 尿
は他の炎症性疾患 に於 ても腎 の透過性 充進 ある
際 には出現す るという人もあ り,ま たSaunes
Kahn,Gotze,等は腎上皮細胞の機能障碍 によ
る血 中脂肪の通 過性充進をその原因 と考 えてい
る.
乳魔尿 の診断 は尿の分 析か ら容易であ るが鑑
別 すべ きもの としては,燐 中毒,糖 尿病患者に
現われ る 脂肪 尿や強度 の膿 尿,燐 酸 尿等が あ
る.
寄生性乳庭 尿症 の診断は他の症状 として,精
索,陰 嚢,下 肢等に,淋 巴管炎,淋 巴腺炎が著
明に現われた り,発 熱や嗜眠性傾向等を示す場
合には比 較的容易 であ り,Microfilariaが証
明 され れば 確 実で あ るが,し か しMicrofi.
rariaの陽性率は流行地に於 て も乳廉尿症 の15
～5096(阿世知,児 玉)に すぎず,又 逆行性腎
孟撮 影に よる著明 な腎孟外盗流 像も診断上 ある
程度参考 とな るが,こ れ も常 に認 められ るとは
限 らない.
治療 としては従来,キ ニーネ,砒 素,ス チ ブ
ナール,へ トラザ ン.バ ル.ペニシ リン.トリコ
マ イシン.等 の投与 や.腎 孟 内収 敏剤注 入が ま
ず試 み られ,之 れで効 のない とぎには腎被膜剥
離術,腎 周囲 リンパ管遮断術,腎 部 レ線照射,
更に一側腎機能 高度障 害のある とぎは腎別もや
むを得ぬ という人す らもある.
最近杉 付は上記 の如 き乳慶 尿驚生説を根拠 と
して抗 ア レルギ ー作 用,抗 ヒアル ロニダー一ゼ作
用及び透 過性抑制作用 を有す るプレ ドニ ソンの
使用に 着 目して 著効 を得 た 一例 を 報告 してお
り,我 々も副腎皮質 ホルモ ン製 剤デキサ メサ ゾ
ンに より難治性 の乳塵 尿症 の治療 に成功 を見た
わけであ る.
こ二で杉 付の例 はMikrofilariaは陰性であ
つたが,数 年前 よりFilariasisに特有 と思 わ
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れ る熱発作を くり返 してい ることより,Filar-
iasisの後胎症 とみなして乳慶尿の 消失 を来 た
して も プレ ドニ ソンがFilaria自体 を根治す
る迄 には到底至 らない ことか ら,乳 塵 尿消失後
も根治的作用 のあると思われ るスパ トニンを継
続的に使 用 した と云つてい る.
我kの 症例 ではやは りMikrofilariaは証明
されず又乳慶 尿以外には 熱 発作等Filariasis
を思わ しめるものはなかつたが.Filariasisを
否定す る積極的根拠 もないため,や は り乳塵尿
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